
第 19 回日本都市計画学会中部支部研究発表会の報告 

                         2008 年 10 月 24 日 会場 名古屋工業大学講堂２階会議室 

第 19 回日本都市計画学会中部支部の研究発表会なら

びにシンポジウムが、平成 20年 10 月 24 日に名古屋工業

大学講堂２階会議室において開催された。午前中の研究

発表会、また午後のシンポジウムには一般市民を含め、

大勢の出席者（午前：約 50名、午後：約 100名）が参加

して、活発な質疑応答が行われた。 

１．午前の部（10：0０～12：３０）・・・研究発表会 

研究発表の件数は例年よりも多く、合計 20 編の研究

発表が行われた。 

研究発表の内容は、「街並みスケッチを視た際の注視行

動」（大森峰輝、他）、「旧来の市街地に残る古い町並みが

有する規範性に関する研究」（山崎俊夫、他）、「豊田市中

心市街地のペデストリアンデッキにおける改良工事前後

の利用者意識分析」（石原 愛、他）、「ＳＭＣＤＡテクニ

ックを用いて駅の潜在的領域を定める研究」（ロウ ユ 

ピン、他）、「用途地域見直しに向けた建築動態分析」に

着目して」（西山知江子、他）、「名古屋市における小学校

区を単位とした地域特性の解析」（中村康平、他）、「イン

フラストラクチャー概念に関する基礎的考察」（鈴木亮平、

他）、「個人属性とモビィティ・メネジメント（ＭＭ）実

施効果の関連性に関する研究」（上嶋絵里、他）、「公共交

通政策とまちづくり」（三寺 潤）、「合併市町村を対象と

した公共交通再編のための地域的課題に関する研究」（轟 

直希、他）、「まちづくりにおける協働化とプロジェクト

遂行の同時性に関する考察」（秀島栄三、他）、「まちづく

りを展開する場のあり方に関する一考察」（吉村輝彦：日

本福祉大学）、「地区まちづくりにおける自治会とまちづ

くり協議会との関係」（福島 茂）、「豊田市都市マスター

プランの市民参加に関する研究」（本多弘司）、「名古屋市

における日常生活圏認識のための中心地分析」（石原 

弘：）、「持続可能な都市地域の将来空間像の検討におけ

る論点」（村山顕人）、「From Master Planning to City 

Development Strategies ： Challenges and 

Opportunities for Colombo, Sri Lanka 」（ D.G.J. 

Premakumara）、「地方都市における移動・定点観測に

よるヒートアイランド特性について」（岡田 択、他）、

「名古屋市の熱環境改善に向けたまちづくりの方向性に

関する考察」（泉 善弘、他）、「緑化画像によって人体に

現す反応」（加納 進）であり、様々であった。 

２．午後の部（13：30～16：30）・・・シンポジウム 

午後からは、「『人を惹きつける名古屋都心づくり』～

名古屋駅前開発や地下鉄環状化をきっかけとして」をテ

ーマにシンポジウムが開催された。 

名古屋工業大学教授山本幸司（大会実行委員長）の挨

拶のあと、引き続き基調講演が行われ、そのあと、尾関

利勝（地域計画建築研究所所長）のコーディネートによ

り、パネルディスカッションが行われた。 

パネルディスカッションでは、まず「名古屋市の都市

の変遷」が紹介され、名古屋市が抱える現状の課題につ

いて議論が行われた。具体的には、ディベロッパーから

見た「名古屋都市圏」の魅力（コンパクトな都市構造、

充実した交通インフラ）と課題（不動産の流動性が低い、

水辺空間が少ない）について、問題提起がなされ、また、

都市交通政策からみた課題（名古屋高速の交通渋滞問題、

地下鉄の駅間距離が長い）についても問題提起がなされ

た。さらに、都市経営の観点から見た名古屋市の都市再

生の課題についても議論が行われた。 

 

写真  午後のシンポジウム 

都市間競争の観点から名古屋の立地の優位性が示され

たが、都市としての潤い（緑化率）が低く、防災的観点から

の都市対策も不可欠であることが議論された。 

(文責：高山純一(金沢大学)) 


